
 

第 36回支援連絡調整会議 議事録 

 

 

1. 事務局連絡（10：05～10：10） 

 2015年度支援概況調査 結果公開のお知らせ 

  【調査対象期間】2015年 2月～2016年 1月 

【調査実施期間】2016年 2月～3月 

【回収数】アンケート 48団体、活動履歴 41団体 

集計結果の取りまとめが完了し、PFのポータルサイトにて公開した。ぜひご覧頂

きたい。なお、「復興支援活動」の概況調査としては、今回が最後となる。 

 

2. 活動報告（全体）（10：10～10：50） 

※以下発表順、発表者敬称略に記載 

※発表の順番は第 36 回支援連絡調整会議参加者名簿に準ずる。番号は名簿の番号を記載。 

◆活動報告 

1～2 陸前高田市復興支援

連絡会／志賀 

・5月の仮設世帯数：1,183世帯（独自調べ） 

・5月のお茶会：34回/186名 

内、3 回/14名が公営住宅（西下・柳沢前・田端で各 1 回）

5/20 に田端で初のお茶会を開催。現在 6 世帯が入居してお

り、5名の参加があった。高齢独居が多い。お茶会の傾向と

して、手芸など手仕事を希望される方が多く、定期的に支援

団体による手芸教室等を開催。 

・5 月の仮設（47 団地）と公営住宅（9 団地）見廻り：256

回（チラシ配布を除く） 

・会報「おはようさん No.12」を発行 ※資料参照 

3 岩手大学 三陸復興・

地域創生推進機構／

佐々木 

・「こころの相談ルーム」について ※資料参照 

新しいリーフレットができた。4・5月は約 15件相談があっ

た。利用者は、釜石が多いが宮古の方もいる。利用のニーズ

があれば、紹介をお願いします。 

・各団体より 5月以降の活動報告、協力依頼およびイベント告知など 

・質問あれば適宜。各団体 2分程度で報告。 

日 時：2016年 6月 14日(火) 10：00～12：00 

場 所：横田地区コミュニティセンター 集会室 

出席者：16団体 19名 

文 責：佃（事務局） 



 

・研修（無料）もやっているので要望があればお伝えいただ

きたい。 

4～5 もっちぃと森の仲間

たち／望月 

・野菜の苗の配布を継続中。市内の子ども関係の施設や高田

高校にも配布。新たに、長部保育所とのつながりも出来た。 

・高田大隅つどいの丘商店街 4周年イベントで、まごころネ

ットと地元の方に手伝ってもらい、綿あめとポップコーンの

販売を行った。イベント等でどうしてものニーズがあればお

声掛けください。 

・市生涯学習課が実施する夏休みの冒険キャンプの手伝いを

する予定。 

6～7 NEC ネッツエスアイ／

村上 

・6/16（木）で営業（稼働）開始から 1,000日記念日となる。 

・ひまわりを植えたので是非見に来てください。みなさんの

利用をお待ちしております。 

8 マルゴト陸前高田／

大久保 

・民泊：公式として初めて 6/1～3に実施。広田を中心に米

崎・小友で、2泊 3日約 100名の中学生を受入れた。お別れ

式では、涙する姿も見られた。受入れ家族 8～9割が楽しか

った様子。ちょっとした失敗談はあったが、良い体験をして

頂いている。9～11月には、約 1,000人の中高生を受入予定。 

・復興最前線ツアー：市内の震災遺構（一本松・ユースホス

テル・タピック 45・気仙中学校等）を中心にツアーを企画・

運行している。2年前から市都市計画課と商工観光課と協力

して、グランド許可や防潮堤や嵩上げ地の見学許可も得て実

施。団体スタッフ立ち合いのもと、ヘルメット着用し遺構の

中に入ることが出来る。学生から一般まで大変人気がある。 

希望があればお問合せください。※有料です 

・外国人への対応：海外（特に英語圏）からも陸前高田への

関心が高く、昨年は 400人程来ている。海外の方々に陸前高

田の様子を知ってもらう環境（ハード・ソフト面ともに）を

整えていきたい。 

9 高田大隅つどいの丘

商店街／山本 

・6/5商店街 4周年イベントを開催。来場者は延べ 200人。

もっちぃといわて生協さんにもご協力を頂いた。天候にも恵

まれ、20ｍの巻き寿司企画やその他企画も盛り上がり、たく

さんの地元の方で賑わった。 

・7/9（土）きらりんきっず主催の夕涼み会を開催予定。広

報の協力をよろしくお願いします。 

10 陸前高田まちづくり ・6/20（月）19:00～高田地区市民会議を開催予定。 



 

協働センター／三浦 ・今年度も主催講座を開催する予定。初回は 7月末。チラシ

ができたらご案内するので、住民のみなさんへの広報協力を

お願いします。 

11 教育委員会 生涯学習

課／佐々木 

・家庭学級：市内の保育所・園、子育て支援センター、小中

学校の保護者を対象にした学習を計画。小中学校では、6月

末から 7月までは AED講習（夏休みのプールを前に）の要望

が多い。 

・高齢者学級・成人教室：6～12月頃の間、高齢者・成人を

対象に、市内の各地区公民館にて学習会を開催。東海新報や

広報に掲載されているのでご覧ください。 

12 陸前たがだ八起プロ

ジェクト／池田 

・「伊藤忠子どもの夢カップ（少年野球大会）」（伊藤忠商事

主催）の運営サポートを行った（NICCO からの引継ぎ）。今

回は、地域住民の観戦用にテントとイスを設置。 

・6/12「男の料理教室」（味の素と共催）が 54回目を迎えた。

味の素が行う「赤いエプロンプロジェクト」が本になり、弊

団体との取組みも掲載されている。良ければご覧ください。 

13 遠野山・里・暮らしネ

ットワーク／林 

・6/8中田災害復興公営住宅で健康と美容をテーマに、ネイ

ルアートと人形劇・わんこダンスを実施。20 名程の参加が

あり、進行は住民の女性が行った。中田災害復興公営住宅で

は、自分たちで花見を企画するなど盛り上がっている様子。 

・「ほっとひといき事業」：予算確保・実施の目途がついた。

7月より月 1回で実施する予定。 

・JICAとのつながりで、来週から（2週間程）ミャンマーの

青年研修の防災コースとして遠野・大槌・釜石・陸前高田を

廻る。 

14 パクト／桒久保 ・サポートステーション事業：栃ヶ沢災害復興公営住宅への

入居（7月末）を皮切りに転出入増加が予測される。そこで、

ボランティアの募集だけでなく、地元住民の困り事やニーズ

を幅広く拾える体制づくりを再構築するため、今月来月で、

住民への広報を強化する。 

・6/9 市保健課の企画で、ノルディックウォーキング（全 5

回）を実施。二又復興交流センターは会場を提供。介護予防

が本来の目的だが、地元住民だけでなく、スタッフやお客様

も参加出来る企画にしていきたい。 

・二又復興交流センターが、7/10（日）で開所から 3年を迎

える。 



 

15 ヤルキタウン／熊谷 花画廊を中心に、様々な活動（盛岡のシニア大学や個人）の

受入れを行っている。 

・園芸広場（仮設住民に開放している家庭菜園）は、暖かく

なり活発に利用いただいている。 

・今年の夏祭りは、他のイベントと重ならないように 8/20

（土）で調整中。当日のスタッフを募集するのでよろしくお

願いします。 

16 教育支援チーム「ま

つ」／佐々木 

6/2（木）に市内小中学校の校長先生（11校中 6校）と子ど

もたちの様子についての情報交換を行い様々な問題が出た。 

・震災後、各学校に頂いた支援金を 6年間で使い切るという

考え方で、PTA会費や修学旅行の補助に充ててきたが、来年

度からは一切なくなる。 

・これまで、被災した小中学校の家庭への就学援助費が年収

に関係なく出ていたが、今年から年収に合せて打ち切るとい

う話があった。今年は何とか続くようになったが、来年から

はなくなってしまうのでは。 

→今後更に経済的に厳しくなる家庭が増えるのではないか。 

・学校に馴染まない子どもへの支援として、市の予算で支援

員を雇っているが（多い学校では 2～4人）、任期 1年で継続

出来ないため、子どもたちが馴染んた頃に終了となってしま

い、学校側も支援員も悩んでいる。自団体でも訴えていきた

いと考えている。 

17 夢ネット大船渡／河

野 

・陸前高田では、仮設と公営住宅で手芸講習を行っている。 

・三鉄の企画の「ワイン列車」にまだ空きがあるので、良か

ったらご参加ください。 

18 民生部 地域福祉課／

鶴嶋 

・高齢者向け給付金：5/17に申請を開始し、4週間で対象者

の半分（約 1,500件）の申請を受付けた。7/19（火）まで受

付けている。 

・緊急通報用携帯機器について ※資料参照 

5月末時点で、61人がサービスを利用中。申請から設置まで

2～3週間かかる。無料で設置できる。被災者向けではなく、

一般向けの緊急通報装置もあるのでご相談ください。 

19 復興庁 岩手復興局／

越前 

・今年度、被災者支援総合交付金の拡充を行っている。被災

者の見守りや相談支援・コミュニティ形成、こころの復興事

業に取り組んでいただきたい。また、皆さんから地域の課題

などあれば上げていただきたい。 



 

3. 活動分野毎の討議・意見交換（グループ議論） 

＜1G地域・コミュニティ＞ 

・ 今後の災害公営住宅等の状況確認 

災害公営住宅の最新の整備状況と仮設住宅の集約の情報を見ながら、状況を確認。 

仮設の自治会構成が変化してきている。仮設は、最終的になくなるので、自治会を維

持していくモチベーションを保つことが今の課題ではないか。 

・ 仮設住宅から災害公営住宅への移行期における支援側の活動の変化について 

公営住宅は恒久的な住まいとなるので、いずれは住民や地域による主体的な動きにな

るためのサポートであるべき。一方で、活動分野によって継続サポートが必要など、

立場や活動があるので、それを理解することが重要との意見も出された。その上で、

どう協働するか協力できるかを探るためにも、こうしたネットワークの場が必要とい

う話になった。 

これからが、被災者支援からコミュニティ支援になっていくタイミングでもあるので、

次回は、市内の仮設住宅と災害公営住宅でどのような団体が活動しているかを洗い出

し、支援の差などを再確認する。併せて、各団体が考えている「復興支援の終わりの

形」についても考えを持ち寄り共有する。 

 

＜2G子ども・教育／女性・子育て＞ 

・ マッピングについて 

竹駒町で、マザーリンク・ジャパンがフリースクールを開始？（詳細不明）  

・ 子育て支援施設等への訪問について 

もっちぃが野菜の苗の配布を通し各所を訪問。その時の様子を共有。 

・ 高田高校（JRC）のつながりに関して 

市教育委員会が行う夏のキャンプ（小学生）をもっちぃが手伝うことになっている。 

来週、教育委員会と打合せの中で、ボランティアで高校生を巻き込め 

ないか相談する予定。 

・ その他 

市内の小中学校の統廃合について今後動きがでてくるので情報収集していこう。 

 

＜3G商工・観光・産業・その他＞ 

・ 市内の概況について 

・玉乃湯が再開 

・産直はまなすがリニューアル 

・ 市内の観光に関して 

一本松茶屋に観光等々でたくさんのお客様が来ているが、一本松までのルートが分か

らない人や、中には、一本松がなくなったと思っていたり、一本杉だと思っている人



 

もいる。陸前高田にいる人が当たり前に思っている情報を、一時的に訪問した方々に

どれだけわかりやすく端的に表示できるかが課題。 

→簡単ではあるが、大きな看板があれば良いのではないかという意見が出た。 

・ マルゴト陸前高田の取組み（民泊や復興の最前線ツアー）に対し、グループとしてど

ういった関わりが出来るか。 

たくさんの人が来るので、どれだけ経済効果をつなげていけるかというところ。 

・ 「アンバランスガイド」について 

食べログのように、市内のお店や場所に行って率直な感想やおススメを載せる。 

公的なお金を使うと無難な情報しか載せられないが、正直な感想を載せたい。何かグ

ループで作ってみようということになった。 

 

4. その他 

・ 陸前高田商工会 公開連続勉強会「地域のヒトとモノを輝かせる『メイド イン アマガ

サキ」のご案内 ※資料参照 

  日時：6/23（木）14：30～17：30 

  場所：陸前高田市コミュニティホール 中会議室 

  市内事業者の他、市民や NPO、企業等陸前高田に関わっている人も参加できるのでぜひ

ご参加ください。 

  ※定員 50名なので、参加の場合は各団体代表 1名程度でお願いしたい。 

 

・ 市被災者支援室に佐賀県から届いたひまわりの種を皆さんにも分ける事ができる。欲

しい方は持って帰ってください。（望月） 

 

（市内の観光についての意見） 

・ いわて国体で沿岸にもたくさんの人が来るので、上手く陸前高田をアピールできない

か。（望月） 

 

・ 高田松原津波復興祈念公園への要望を早めに出した方が良いのではないか。（望月） 

 

 

【次回の開催日程】 

 第 37回 支援連絡調整会議 7月 12日（火）10：00～12：00 ※詳細は別途連絡 


